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◆１９９９年以降、連続で⼈⼝減少
現在は「約７６万⼈」

◆合計特殊出生率は回復傾向に
あるものの２０１４年（概数）で
「１.４６」 、自然減が継続中

◆社会減は縮小傾向にあるものの
継続中

◆国⽴社会保障・⼈⼝問題研究所の
推計による本県の２０６０年の
⼈⼝は「約４２万⼈」

現状分析

2060年に
「6０～65万人超」
の確保を目指す！
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➢ 全国に先駆け、 「人口減少・超高齢社会」が到来

➢ 合計特殊出生率は近年、緩やかな上昇傾向に

あるものの「自然減は継続中」
➢ 「社会減は縮小傾向にあるものの「社会減も継続中」
➢ 本県人口の現状、今後の見通しは非常に厳しい

Ⅰ 徳島県における⼈⼝現状

■基本方針

“国の⽬標⽔準を上回る”⼈⼝の確保を⽬指す！

⼈ ⼝ ⽬ 標

とくしま⼈⼝ビジョン

➢ 「⼈⼝減少社会」を正⾯から受け⽌め、
“県を挙げて”「⼈⼝減少の克服」と
「東京⼀極集中の是正」に取り組む

Ⅱ ⼈⼝の将来展望

二地域居住 デュアルスクール

さらに・・・

【⾃然動態】 合計特殊出⽣率の上昇へ
【社会動態】 転出超過の解消へ

- 2 -

人口減少のスピードに歯止めをかけ、2060年に“60～65万人超”を確保する！！

【本県の⽬標】
※パターンＥ

⇒ 約６5万⼈超
～

※国の２０６０年の人口目標水準

「１億人程度を確保」に相当

⇒ 約６0万⼈



ｖｓ東京「とくしま回帰」総合戦略【2015〜2019】の概要

～ 「新未来とくしま」の創造 ～

【基本⽬標４】活⼒ある暮らしやすい地域づくり

（ア）課題解決先進地域づくりの加速 （イ）多様な人材が輝く地域づくりの加速 （ウ）時代に合ったふるさとづくりの加速

（エ）安心して暮らせる地域づくりの加速 （オ）地域間連携の進化

【⽬ 標】 徳島版地⽅創⽣特区：１０区

【基本⽬標１】新しい⼈の流れづくり

（ア）住みたい・働きたい「とくしま回帰」の加速

（イ）「とくしま回帰」を呼び込む拠点機能の強化

（ウ）若者の「とくしま回帰」を生み出す大学等の活性化

【⽬ 標】 転⼊・転出者数：２０２０年までに均衡

【基本⽬標２】地域における仕事づくり

（ア）地域産業の未来に向けた競争力の強化

（イ）戦略的な観光誘客の推進

（ウ）地域産業の飛躍を支える人づくり

【⽬ 標】 雇⽤創出数：５年間で４,０００⼈

【基本⽬標３】結婚･出産･⼦育ての環境づくり

（ア）ライフステージに応じた切れ目ない支援の強化

（イ）若い世代の正規雇用のさらなる拡大

（ウ）仕事と子育てが両立する働き方の実現

【⽬ 標】 希望出⽣率１．８を叶える（２０２５年）

人口減少の

克服！
東京一極

集中是正！
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【基本目標１】
新しい人の流れづくり

（ア）住みたい・働きたい「とくしま回帰」の加速

【目 標】 転入・転出者数：２０２０年までに均衡

移住交流の推進 農林水産業の新規就業者の拡大

（イ）「とくしま回帰」を呼び込む拠点機能の強化

○企業の本社機能移転を促すため、

企業立地補助制度を拡充する

■本社機能誘致企業数： ㉛５社

企業の本社機能の誘致

○本県の強みを発揮できる分野を念頭に置き、

地方創生に資する機関 の誘致に挑戦する

■政府関係機関の誘致： ㉗提案

政府関係機関の誘致

○サテライトオフィスに関する企業からの

相談や視察に対応する｢コンシェルジュ｣

を県内３圏域に配置する

■進出地域の拡大： ㉛８市町村

サテライトオフィスのさらなる展開

（ウ）若者の「とくしま回帰」を生み出す大学等の活性化

○大学サテライトオフィスにより
地域の課題解決や活性化を図る

■大学サテライトオフィス設置箇所数
：㉛１２箇所

大学と地域の連携による課題解決

○経済団体等と連携し、県内企業に一定期間
就業した際に、奨学金の返還を支援する
など、若者の地元定着を促進する

■県内大学生等の県内就職率の向上
：㉛５０%以上

若者の地元定着促進

○ 移住相談やしごと情報の提供を一元的に行う
「移住コンシェルジュ」を配置する
　　■移住者数：㉛８５０人

○ 「二地域居住」の促進のため、地方と都市の
学校移動を容易にし双方で教育を受けられる
「デュアルスクール」のモデル化に取り組む
　　■㉚モデル化試行

○ 農業系大学生を対象に本県のフィールドを活用した
インターンシップを展開する
　　■農業系大学生によるインターンシップ
　 　  参加者数（５か年の累計）：㉛６５０人

○ 即戦力となる林業従事者を育成するため、
「とくしま林業アカデミー（仮称）」を創設する
　  ■農林水産業新規就業者数（５か年の累計）
　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　 ：㉛１，１３０人(モニターツアー)
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①企業の本社機能の誘致

【基本目標２】
地域における仕事づくり

（ア）地域産業の未来に向けた競争力の強化

（イ）戦略的な観光誘客の推進

【目 標】 総合戦略による雇用創出数：５年間で４，０００人

「２つの光＋α」がリードする地域イノベーションの加速

○ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ商品の開発や海外市場での販売

促進等、県内企業のｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ展開を支援する

■輸出額・輸出企業数
： ㉛１７５億円・１３３社

成長ステージに応じた切れ目のない支援

○６次産業化を推進するため、
｢人材育成｣、｢商品開発｣、｢販路拡大｣
等に取り組む

■６次産業化商品開発事業数
：㉛３５０件

○農工商連携による６次産業化に
対応した教育を行うため、県立高校に
「６次産業化専門学科」を設置する

■６次産業化ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ商品開発数

：㉛１３件

○農林水産物等の輸出倍増を図るため、

ﾊﾗｰﾙ対応やﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝの強化を行う

■農林水産物等輸出額
：㉛１４.０億円

６次産業化･とくしまﾌﾞﾗﾝﾄﾞ海外展開の推進

○徳島大学「生物資源産業学部（仮称）」との

連携による「ｱｸﾞﾘｻｲｴﾝｽｿﾞｰﾝ」の構築、

ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ化に向けた情報発信・産地強化を行う

■新技術の開発に向けた県内大学等

との共同研究数：１０件

もうかる農林水産業の推進

○国内外からの観光誘客を図るため、

Ｗｉ-Ｆｉ整備や多言語表記、通訳人材の

育成、「外国語ｻﾎﾟー ﾄﾃﾞｽｸ」の設置を行う

■年間延べ宿泊者数：㉛３１０万人
■外国人延べ宿泊者数：㉛９万人

｢訪日外国人2000万人時代｣に向けた取組

○「とくしまﾏﾗｿﾝ」や「ﾏﾁ★ｱｿﾋﾞ」の

国際化を図るとともに、

｢ＬＥＤｱ ﾄーﾐｭｰｼﾞｱﾑ（仮称）」を創設する

■「ﾏﾁ★ｱｿﾋﾞ」

参加者数：㉛１７万人

「ひと」が集うイベントの拡大

（ウ）地域産業の飛躍を支える人づくり

○「科学技術ｱｶﾃﾐ゙ー （仮称）」の創設

■㉘創設

○「地域ｸﾞﾛｰｶﾙ人材」を育成

するため、経済団体等と連携

し、大学生の留学を支援する
■県内大学生への留学支援

人数：５年間で１００人

未来を拓く産業人材の育成

○「徳島版マイスター制度」の創設

■㉚創設

○ ＮＰＯ法人・民間企業等を
活用し、職業訓練等を行う

■民間を活用した訓練受講者
の就職率：㉛８０％

地域を支える産業人材の育成

○ 全国初の「４Ｋｱﾜｰﾄﾞ」開催や、
ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ関連産業の集積を図る

   ■クリエイティブ関連企業数
          　　　　　　：㉛２６０社（者）

○ 世界市場を見据えたＬＥＤ製品開発
や販路拡大を図る

　 ■ＬＥＤ新製品開発支援件数
                      ：㉛１０５件

○ 介護、公共事業、林業などの分野で
ﾛﾎﾞｯﾄの普及やﾛﾎﾞｯﾄﾃｸﾉﾛｼﾞｰの
実用化を推進する

   ■生活支援ロボットの市場投入
                      ：㉚までに

○
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【基本目標３】
結婚･出産･子育ての環境づくり

（ア）ライフステージに応じた切れ目ない支援の強化

○多子世帯における経済的負担を軽減する

ため、第３子以降の子どもに係る保育料を

無料化する

■第３子以降の保育料無料化制度
：㉗創設

（イ）若い世代の正規雇用のさらなる拡大

（ウ）仕事と子育てが両立する働き方の実現

○「きらめき縁結び応援団」と

「徳島企業・団体婚活支援ﾈｯﾄﾜｰｸｾﾝﾀｰ」

の連携による出会いの機会づくりを支援する

■婚活支援応援企業等登録数 ：㉛２３０社

若い世代の結婚の希望をかなえる 出産・子育てを応援する ○待機児童を解消するため、市町村における

保育の受け皿確保のための施設整備を

支援する

■待機児童数：㉙０人

○病児・病後児保育を全県的に進めるため、

ﾌｧﾐﾘｰ・ｻﾎﾟｰﾄ・ｾﾝﾀｰ等の機能強化を図る

■病児・病後児保育の実施市町村数

：㉛全２４市町村

世代を超え地域で支える子育て社会の実現

○勤務形態の多様化に対応するため、

「ﾃﾚﾜｰｸ・ｾﾝﾀｰ」を設置し、ﾃﾚﾜｰｸの

普及を図る

■ﾃﾚﾜｰｸ実施事業所数

：㉛１００事業所

ﾃﾚﾜｰｸ導入による「とくしまﾓﾃﾞﾙ」創出

○ﾜｰｸ･ﾗｲﾌ･ﾊﾞﾗﾝｽの促進に向け、仕事

と子育ての両立支援に積極的な企業を

「はぐくみ支援企業」として認証する

■はぐくみ支援企業認証事業所数
：㉛２７０事業所

子育てしやすい職場環境づくり

○全国トップクラスの正規雇用率の拡大に向け、

「とくしまｼﾞｮﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ」や「ｼﾞｮﾌﾞｶﾌｪとくしま」等により、

求人情報の提供などの支援を行う

■「とくしまｼﾞｮﾌﾞｽﾃｰｼｮﾝ」等を活用した就職率
： ㉛４０%

若い世代の正規雇用のさらなる拡大

○成長段階に応じた職業観を醸成するため、小学校

における職場見学や、中学校での職場体験、

さらには高校段階におけるｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟの拡充を図る

■県内高校生におけるｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ実施率
： ㉛１００％

成長段階に応じた職業観の醸成
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【目 標】 希望出生率（1.8）を叶える：２０２５年
※結婚や出産に関する希望が叶う場合の出生率（希望出生率）１．８を概ね１０年後の２０２５年に目指す。



【基本目標４】
活力ある暮らしやすい地域づくり

【目 標】 徳島版地方創生特区：１０区

（ア）課題解決先進地域づくりの加速

○市町村の課題解決を支援するため、産学民官
連携による「徳島版地方創生特区」を創設する

■「徳島版地方創生特区」：㉗創設

○「地方創生」から「日本創生」へと繋がる

国への積極的な政策提言を実施する

■地方創生に関する「政策提言」の

実現比率： ㉛８０％

「知恵は地方にあり」の具現化

（ウ）時代に合ったふるさとづくりの加速

○小規模化する学校をｺｽﾄをかけずに存続させ、
教育の質を保障する新たな形として
「ﾁｪｰﾝｽｸｰﾙ」や「ﾊﾟｯｹｰｼﾞｽｸｰﾙ」 の普及を図る

■新たな小中一貫教育取組地域： ㉛９地域

新たな小中一貫教育（徳島モデル）

○本県のみで解決が困難な課題を
関西広域連合等により施策を推進する

■関西広域連合での徳島発のﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ数
（５か年の累計）： ㉛８件

（オ）地域間連携の進化

関西広域連合等における広域課題解決

（エ）安心して暮らせる地域づくりの加速

○自助・共助の要となる地域防災ﾘｰﾀﾞｰ

養成のため、高校生からｼﾙﾊﾞｰ世代まで

幅広く「防災士」の資格取得を支援する

■防災士新規取得者数
：㉚人口10万人あたり全国５位以内
30歳未満の人口10万人当たり全国１位

地域防災力の強化

○平時と災害時の切れ目ない自然ｴﾈﾙ

ｷﾞｰ・未来ｴﾈﾙｷﾞｰの導入を図り、次世代

ｴｺｶｰや水素ｽﾃｰｼｮﾝの普及を推進する

■次世代ｴｺｶｰやＶ２Ｈを活用した

災害時の電源確保： ㉚全24市町村

ｴﾈﾙｷﾞｰの地産地消と未来ｴﾈﾙｷﾞｰの導入

○高齢者が住み慣れた地域で療養できる
よ う、多職種連携の促進や24時間対応
体制 を構築する

■「在宅医療連携拠点」整備地域数

： ㉛全県展開

健康で心豊かな暮らしの充実

（イ）多様な人材が輝く地域づくりの加速

○「ﾃｸﾉｽｸｰﾙ」と大学等の連携に

よる 「ｳｰﾏ ﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ」を

創設し、管理職等を目指す

女性の支援を行う
■「ｳｰﾏﾝﾋﾞｼﾞﾈｽｽｸｰﾙ」

： ㉗創設

女性の活躍を加速

○障がい者が活躍できる場の創出に向け、

地域の高齢者に対し、日用品等の移動販売や

見守り活動を行う地域貢献活動を推進する

■障がい者が繋ぐ地域の暮らし
"ほっとかない"事業： ㉛６箇所

障がい者が支える社会
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